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クロ ー ン 病 患者末梢単核球 の サ イ トカ イ ン 反

応性にお け る柴苓湯 の 免疫 調 節作用
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【目的 】ク ロ ー
ン病 は慢性肉芽腫性疾患で あ り単球，マ ク ロ フ ァ

・一ジの 機能異常，特にそれ

らの 出すサイトカ イ ン が密接に関与して い るとい われ て い る 。 柴苓湯は急性胃腸炎，水寫性下

痢に対 して 臨床で 用い られて おり， 抗炎症作用増強効果お よび免疫調節作用が報告されて い

る。 今回
， クロ ーン 病患者の末梢単核球 の サイ トカイン 反応性に対する柴苓湯の効果とサ イ ト

カイ ン 産性能を検討 した の で報告する 。 【方法お よ び対象 】臨床的に 寛解期で
， 柴苓湯を 内

服 して い な い ク ロ ーン 病患者 5例と健常人 5例を対象とした 。 方法は Ficell−＋｛ypaqme比懿 O・

法にて単核球を分離後 ， 洗浄し， 各濃度の 柴苓湯および各濃度の サ イトカ イ ン （TNF − a
，
IL− 1

α ．β，
IL −・6，　GM − CSF ）を各種 マ イ トゲ ン と共に 72時間培養 した 。 培養終了の 24時間前に

3H

一サ イ ミジ ン を添加 し， 細胞を回収 ， 単核球の増殖を測定 した 。 また
，

上 記各サ イ トカ イ ン

に加え IL − 8 を患者末梢血に て 測定した 。 【結果 】  健常人で は ，
マ イ トゲン に よる単核球の

増殖が サイ トカ イ ンの添加に よ り増強され るが ， サイ トカイ ン添加量を増すとむしろ抑制 された 。

クロ ーン 病患者で は，
サ イ トカイ ン 添加量を増 して もこ の よ うな抑制が見 られ ず増 殖はな お増

強された 。 こ の ような効果 は TNF − a ，
　IL− 1α

，
　IL− 6 で認め られた 。   柴苓湯を添加すると

サ イ トカ イ ン に よるマ イ トゲ ン反応の増強は揖制 された。クロ
ーン病患者で は特にサイ トカイ ン添

加量の 多い とこ ろで 著明で あ っ た 。 ク ロ ーン 病患者の 末梢単核球が ，
TNF − d

，
　IL− 1α

，
IL−

6の濃度を上げて い くと， 健常人の単核球 と異なる反応性を示した 事は ， 患者単核球が これ

らの サ イ トカ イ ン に対 して異常な反応性を獲得して い る もの と考え られる 。   患者末梢血中

で は測定 した全て の サ イ トカイ ンが正常に比べ 増加 して い た 。 【考察 】クロ
ー

ン病で の 腸粘膜

障害機序は腸内細菌共通抗原に よ り感作誘導 された細胞障害性 T 細胞または マ ク ロ フ ァ
ージ

が サ イ トカ イ ン を出して特異的に腸粘膜を障害すると言われ て い る 。 今回，ク ロ
ー

ン病患者

の 腸内細菌共通抗原に よ り感作された末梢単核球が
，

異常なサ イ トカィ ン 反応性を示 した こ

とは患者末梢単核球の 機能異常を示唆して い ると思われ た。 ま た
， 柴苓湯添加 icよ り異常な

サ イ トカイ ン 反応性が抑制されたこ とは柴苓湯 IC免疫調節作用が存在 し， ク ロ
ー

ン病患者IC

対して 有用で ある ことが示唆され た 。 【結論 】柴苓湯は免疫調節作用 を有 し， ク ロ ーン 病に

対 して サ イ トカ イ ン 反応牲を抑制した。
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